
 

平成 27 年度 第 39 回 

造園夏期大学開催のご案内（案） 
 

主催 一般財団法人 日本造園修景協会 
後援 国土交通省、(一財)公園財団、(一社)日本公園緑地協会、(公社)日本造園学会、 

(一社)日本造園建設業協会、(一社)ランドスケープコンサルタンツ協会 
 
 造園修景に携わる皆様方にとって、その計画から建設、管理運営に係る時代のニーズにあった技術や
情報が求められています。 
 造園夏期大学では、これらの要請に応えるため過去の研修参加団体や東京都下の公園担当部局に意向
調査を行い数多くの多彩なご意見をいただきました。 
 皆様のご希望をすべて満たすことは出来ませんが、ご要望の多い内容を出来るだけ組み入れ、研修テ
ーマも「多彩なみどりの施策と管理運営」として、造園修景に関する多方面の施策、技術、情報や最新
の事例などを取り上げ、参加者の知識と技術の向上に役立てて頂きたいと考え、下記の内容といたしま
した。是非、皆様方のご参加を賜りますようご案内申上げます。 
なお、この研修の造園 CPD ポイント登録は、9.7 の見込みです。 
 

１．日  程 平成 27 年 8 月 27 日(木)～28 日(金) 
２．会  場 明治薬科大学 剛堂会館ビル（東京都千代田区紀尾井町 3-27） 
３．テ ー マ 多彩なみどりの施策と管理運営 
４．講義内容 

第 1日目 8 月 27 日（木） 
 10:30～ 開講挨拶（一財）日本造園修景協会事業委員長 大貫誠二 

第 1
講義 

10:50～ 
12:00 

公園緑地・景観行政をめぐる最近の動向 
国土交通省都市局公園緑地･景観課 課長 梛野良明 

第 2
講義 

13:00～ 
14:10 

地域社会･経済に貢献する公園、稼ぐ公園のつくり方 
World Urban Parks 理事 小口健藏 
公園緑地サービスの提供は財政逼迫でこれまでの手法では立ち行かなくなる。公園に 

求められる理念実現のための資金をどう作るのか、そして公園に必要なリノベーション
は何かを考える。 

第 3
講義 

14:20～ 
15:30 

ランドスケープによる防災・減災の示唆 
東京農業大学地域環境学部造園科学科 造園樹木学研究室教授 濱野周泰 

第 4
講義 

15:40～ 
16:50 

オリンピック・パラリンピックレガシー 
 早稲田大学スポーツ科学学術院 教授 間野義之 
 2020 年以降に向けて、どのようなレガシーを全国各地の創り遺し、また世界に発信す
べきかについて考える。 

第 2日目 8 月 28 日（金） 

 9:30～ 事務連絡 

第 5
講義 

9:40～ 
10:50 

 植物管理なくしてランドスケープなし、 メンテナンス・イズ・アート ～管理は芸術～ 
(株)愛植物設計事務所 会長 山本紀久 

第 6
講義 

11:00～ 
12:10 

英国庭園 七ツ洞公園再生物語 ～イングリッシュローズで町を元気に～  
水戸市植物公園 園長 西川綾子 
映画「テルマエ･ロマエ」のロケ地にもなった本格的な英国庭園があるのに15年間管理が追い 

付いていなかった。今、市民協働で元気がない庭園の復活をがんばっています。 

第 7
講義 
(現地
講義･
見学) 

 
 

1 班 
13:40～

14:00 

新宿伊勢丹本店屋上庭園 
「アイ・ガーデン」 

都心の屋上庭園で、緑のおもてなし
都会の喧騒にある安らぎのオアシス

14:10～
14:30

新宿マルイ本館 
「屋上庭園 Q-COURT」 
 東西南北のコーナーは小道でつ
ながった個性ある 5 つのスペース

2 班 
13:40～

14:00 
新宿マルイ本館 
「屋上庭園 Q-COURT」 

14:10～
14:30

新宿伊勢丹本店屋上庭園 
「アイ・ガーデン」 

14:50～
15:50 

街路樹充実事業について ～100 万本植栽計画と管理～ 
東京都建設局公園緑地部計画課道路緑化計画係長 清永丈太  

16:00～
17:00 

新宿区立中央公園の管理運営について ～指定管理者の取組み～ 
中央公園管理事務所 所長 深沢勇司（終了後、交流会） 



５．募集人員 ８０名 

６．参 加 費 修景協会・造園学会・公園管理運営士会(H24.4.1 以降の入会者)の会員 １９，０００円 

 非会員 .......................................................... ２３，０００円 

＊参加費には受講料、講義要録、見学料は含まれておりますが、旅費、食費等は含まれておりません。 

７．振 込 先 郵便振込 ００１５０－９－４１９１５ 

 銀行振込 りそな銀行赤坂支店  普通預金 ０３５３４７２ 

 口座名はいずれも （財）日本造園修景協会 

８．申し込み 裏面の参加申込書又は当協会のホームページから参加申込書をプリントアウトして所

定の事項を記入し、参加費を支払いのうえ、参加証を送付するための送付先を記入した

封筒を同封し(一財)日本造園修景協会に郵送して下さい。 (申込書はコピー可) 

９．締 切 日 8 月 20 日(木) 

10．この研修は造園 CPD 制度の認定プログラムで、ポイント数は 9.7 を見込んでいます。 

※ なお、申込参加者がやむを得ない事情により第 1日目と第 2日目を変更する場合は、講義前

にご連絡ください。 

※ 研修会場案内、現地見学集合時間等詳細は参加者にご案内致します。 

≪交流会のお知らせ≫ 

第 7講義終了後、17:05 から中央公園水の広場で交流会を行います。 

参加費は、お一人 3,000 円（当日会場にて徴収）です。希望される方は、申込書（通信欄）にご記入下さい。 

 

会場案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26年度 造園夏期大学現場研修状況 

東急プラザ表参道原宿屋上テラス｢おもはらの森｣  人と自然の共生するサンシティの都市林(板橋区) 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成 27 年度 第 39 回造園夏期大学申込書 

受 講 者 

上記のとおり平成 27 年度 第 39 回造園夏期大学に参加したいので、 

参加費 会 員[\19,000]【 修景協会 ・ 造園学会 ・ 公園管理運営士会 】（○で囲んで下さい）

非 会 員[\23,000] 

金       円を下記支払方法で手続きの上、申し込みます。 

郵便振込   銀行振込   (○で囲んで下さい) 

申込担当者(受講者と異なる場合のみご記入下さい) 

所在地 
〒 TEL(    )     － 

所 属 

氏 名 

 

※参加証送付先を記入した封筒を同封して下さい。  

切 り 取 ら な い で 下 さ い 

参 加 証 

 

 

上記の者は平成27年度 第39回造園夏期大学の参加者であることを証します。 

（お問い合わせ） 

〒103-0004 東京都中央区東日本橋 3-3-7 近江会館ビル 8階 

TEL 03-5645-5730 / FAX 03-3662-8268 / mail:yamanaka@j-la.jp 

一般財団法人 日本造園修景協会(仮称･日本造園家協会) 

○参加証№で出欠を確認しますので、第１日目の開講前に受付へ番号をお申し出下さい。 

○修了証は、最終日にお渡しします。 

ふりがな 

氏 名 

 造園CPD

登録番号

 

住 所 
〒 TEL(    )     － 

勤
務
先 

所在地 
〒 TEL(    )     － 

名 称 
 

所 属
 

通信欄 

※請求書・領収書等のご要望など、何かありましたらご記入下さい。 交流会出席（○印） 

参加費 3,000 円 

する  しない 

№  


